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臨界指 数に対 する 1/n展開
東大教養 阿 部 龍 蔵
最近,Wilsonl)は臨界指数に対する E展開 (8- 4-d, d:空間の次元数 )を求め
ることに成功 した｡彼の理論でスピン次元数 nは任意である｡ここでは,蓮にdは任意で











･2 032(m) - nm- 1
を満たす連続変数 とする｡また,磁場のないときの- ミル トニアンを





Stanleyは n--の極限で, xは Sphericalmodelの値 と一致することを示 したが,
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J (q)-孟zkg2(k)⊂ g(qト g(q- k ) 〕
であり,.またK(q)は K- -βJijのFourier変換であるolJ
d次元の単純立方格子を考え,最近接相互作用を仮定すると
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書 芸 C小 2T72･3- 十(高次の項 )〕q
で示される｡ γの補正は第 2項より生 じ,matchingの条件から (鈴木氏の報告参照 )
2く d≦4に対 して
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